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彼
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要
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す
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餘
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似
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立
つ
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カ
つ
て
1
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ド
べ
ル
ト
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斯
の
如
キ
說
め
ろ
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全
く
知
ら
ざ
り
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ロ
ォ
ド
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ト
ス
の
餘
剩
似
俯
訛
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尔
代
の
上
ょ
リ
見
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靳
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て
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す
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又
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。
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濟
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ら
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そ
れ
は
常
時
獨
逸
人
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し
て
は
た
し
か
に
蓊
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進
歩
で
は
ぁ
る
が
、
»

し
精
々
獨
逸
に
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つ
て
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新
鏃
見
た
る
に
止
ま
る
も
の
で
あ
る
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の
リ
カ
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ド
ォ
學
說
の
應
用
が
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し
て
新
し
い
も
の
で
な
い
こ
と
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同
じ
や
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な
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想
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つ
て
ゐ
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ド
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ル
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濟
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踐
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治
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濟
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勞
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當
侵
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勞
働
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救
濟
等
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目
を
®
げ
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し
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る
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狙
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藏
翦
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ら
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。
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の
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濟
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あ
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。
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彼

れ

は

彼

の

發 

見
を
比
類
な
き
も
の
^
倩
じ
、

マ
ル
ク
ス
も
亦
其
結
論 

を
、
.
：
P 

.

ォ
ド
ド
ル
ト
ス
.自
#
ビ
同
樣
に
、
輩
獨
に
リ
力 

ル
ド
オ
か
ら
演
釋
し
#
た
^
だ
^
云
ふ
こ
ビ
に
暫
て
思

右
書
目
中
に
舉
げ
ら
れ
て
ゐ
る
詣
書
は
、
四
十
华
代
の 

當
時
に
は
、
決
し
て
今
日
の
や
ぅ
に
手
に
入
れ
難
い
も 

の
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
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に
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し
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ば
、
貨
龈
は：

勞
働 

.の
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物
に
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し
く
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な
ら
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ビ
こ
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が
事 

貴
は
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あ
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す
る
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站
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务
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ス
は
独
れ
を「

盜
ん
だ」

の
/:
,
此
結
lu
が
少
U

猶

ほ
ロ
ォ
ド
ベ
ル
ト
ス
に
於
て
見
る
が
如
き
籼
雜
な
る
形 

式
に
於
て
は
、
、紙
等
二
人
ょ
り
も
巡
か
に
以
■
に
、
敗 

に
英
宵
利
に
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て
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せ
ら
れ
て
ゐ
る
ビ
い
ふ
31
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る
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ロ
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ド
、、へ
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場
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も

丼
一
例
で
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る
。
併
し
彼
れ
が
其
先
人
の 

未
だ
言
つV
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ら
ぬ
全
く
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し
い
事
は
、
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處
に
も
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つ
て
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ぬ
^
い
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樣
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を
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て
>

、
彼
れ
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等
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濟
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运
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な
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の

途

を

佥

く

杜

絕

じ

.
、 

た

許

む

‘で

4

く

ぺ
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上
記Q

リ
ヵ
ル
ド
ォ
學
說
の
利
)[
1

、
即
ち
社
#
的
生 

逄
物
の
1

贽
は
唯
一
の
眞
生
表
者
た
.る
勞
働
者
に
場
す 

:Y

き
も
の
な
6
 
<
の
結
論
は
、
：it
ち
に
共
產
生
義
に
導 

ー
く
ぢ
の
で
め
る
。
然
る
に
此
應
用
は
ヽ
上
記
マ
ル
ク
ス 

リ
文
句
に
も
晴
示
せ
ら
.れ
て
ゐ
る
や
ぅ
に
、

' 
經
濟
學
上 

形
式
上
®

つ'
て
居
る
。.

こ
れ
は
瑕
に
經
濟
に
對
す
る
遨： 

痛

の

逾

用

に

外

な

ら

，
ぬ

，
か

ら

で

，あ

.
る
o

ブ
ル
ジ
ョ
フ
經j 

濟
學
の
法
則_
に
從
へ
ば
、
生
產
物
，の
大
部
分
は
そ
れ
をI 

,
造
'
つ....た
勢
{0
#.

に
は
«

?

な
い
;:
0..
.

そ
こ.
で.
そ
れ.
a

不
.當 

で
■*
る
'
、
當
3

に
然
る
ベ「

か
，、b:
VC;
る
r 
_一
 

ど
で
あ
る
定^

.

へ
ば
、；
そ
れ
は
恙
當
り
經
濟
す
は
全
ぐ
關
係
：の
な
い
事 

で
.ぁ
る
0

吾
々
は
此
の
經
濟
的
事
實
が
菩
//
の
遒
念
で」

抵.
紙
す..
る.
^J

い
ふ.
に
過
ぎ
ぬ
。
さ
れ
ば..
マ
ル
ク
ス
.は
未

方

K
ぺ

，レ

1、
ス

批

鄉
十
號
.

七
〇

た
曾
て
其
の
共
產
主
義
的
恶
求
の
根
據
を
此
に
は
求
め 

な
い
で
V

吾
人
の
_
前
に
於
て
日
々
益
々
完
了
に
近
づ 

き

つ

、
あ

る

資

木

的

生

產

方

法

の

必

然

的

崩

壊

に

之

を 

求
め
た
の
で
あ
る
。
彼
れ
は
一
個
の
取
純
^
る
事
實
ビ 

し
て
餘
剩
價
値
は
支
拂
は
れ
ざ
も
勞
働
を
以
て
成
るV」 

言
つ
た
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
。

，
リ
ヵ
ル
ド
ォ
の
價
値
決
定
法
は
、
特
に
善
良
な
る
市 

民
の
疋
義
感
情
に
訴
へ
る
ー
if
f
iを
有
つ
て
ゐ
る
。
商
品 

價
値
の
尺
度
は
勞
働
な
る
I

か

I

度
認
識
さ
れ
、
ば
、
 

善
沒
な
る
市
民
の
感
情
は
、
-j

の
Ir
l

義

の

-a

木
則
を
名 

義
丄
に
は
承
_f c

し
な
が
ら
、
琪
®.

上
で
は
常
に
®

然
顧 

，み
ざ
る
の
觀
あ
る
做
の
中
の
不
當
不
義
の
爲
め
に
傷
け 

ら
れ
ざ
る
を
得
な
.
い
。
火
生
輿
ど
機
械
ど
の
競
爭
の
爲 

め
に
、
H

々
其
勞
働
の
價
値
が
失
は
れ
て
行
く
小
|1
3
1̂ 

小
生
產
者
は
、
特
に
*
,
.
物̂
の
完
全
に
其
勞
働
價
値
に

應
じ
て
相
交
換
.甘
ら
る
、
社

會

に

，
隨

憐

せ

ざ

る

を

^

な 

い
。
換
言
す
れ
.ば
、.商
品
生
産
の
特
殊
のJ

法
則
の
ヶ

ぃ
が
完
全
に
ft

は
れ
て
、
饰
が
，も
抑
も
其
作
則
の
行
は
.れ 

#

べ
き
諸
條
件
、
即
；ち
商
品
生
產
及
び
豇
に
資
本
的
生 

:

產
の
m

賒
諸
法
則
の
欠
け
て
ゐ
る 

一
®k
#

に
®

愦
せ
ざ
：
 

る
を
#

な
い
の
で
あ
る
。

：

；
，

r

此
の
小
市
民
の
ユ
ノ

ク
ト
ぃ
ビ
ャ
に
對
し
て
は
、

マ
^
ク 

:

ス
.，.
が

既

に

フ

.
ル
F
.ン
，
及

び

；
；
：
、
シ

. 

'ョ
'ツ

*

ク
レ
エ
M
.f̂

中
に 

残
す
も
こ
ろ
な
く
批
評
を
加
べ
て
ゐ
る
か
ら
、
：我
®
は 

此
處
に
は
、，
特
に
口
ォ
ド
バ
ル
ト
ス
の
特
色
の
存
す
る 

;
點
に
»

し
て
數
言
を
加
：へ
る
に
业
め
て
置
け
ぼ
ぃ
、
の 

で
あ
る
。
： 

:

前
述
0

®

h

,
 口
才
ド
ベ
ル
ト

^

は
1

傅
來
の
經
濟
學 

1
上
の
諸
定
義
を
、
M

■濟
學
者
に
依
て
«

へ
ら
れ
だ
る
儘 

の
形
で
採
用
し
て
、
^

く
之
を
吟
味
し
ょ
ぅw

は
試
み 

て
ゐ
^

ぃ
o

彼
に
収
つ
て
は
.價
値
は
：

「
I

物
の
自
餘
の 

,

諸
物
に
對
す
る
分
量
上
の
相
當
0

&
§

叫)

で
あ
つ
て
、 

此
相
常
：は
尺
度
ど
し
ず
考
へ
ら
れ
た
る
も
の」

で
あ
る
。
 

此
:0
:、：：
德
か
に
云
つ
て
、
彼
だ
不
的
«1

な
る
定
義
は
®

.

第

十

六

卷

(

一
四
四
S

雑

錄

ェ
ン
ゲ
か
ス
の

'

々
に
精
々
價
値
は
凡
そ
如
何
な
る
外
8

を
S

す
る
か
の 

觀

念

を

與

へ

は

す

る

が

、

價

値

の

何
/(
:
る
か
は
全
く
之 

を
示
さ
な
い
。
然
し
ロ
ォ
ド
ベ
ル
ト
ス
が
吾
々
に
憤
値 

に
就
て
告
げ
得
る
ヒ
.'
ろ
は
、
之
を
以
て
盡
3

て
ゐ
る 
f
.

か
ら
、
彼
れ
が
價
値
以
外
に
存
す
る
憤
値
の
尺
度
を
水 

.

(

め
.
.る
の
は
^

然
;̂

あ
■る
；；.りE

?

:.^

彼
れ
は
フ
.
ト
^

フ
：ノ
ヮ
'
_ 

\

グ
ネ
ル
氏
を
レ
で
感
嘆
せ
し
め
た
そ
り
抽
象
的
思
考
力 

I

を
以
て
、：
三
十
頁
に
亘
つ
で
使
用
僧
攸
6

交
換
價
値
を 

j

a

茶
滅
茶
に
混
亂
せ
し
め
た
檄
句
、
眞
の
僧
値
尺
度
な
、
 

i

る
も
の
は
な
ぐ
て
、
吾
人
は
尺
度
代
用
物
を
以
て
酕
足 

I

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
るV」

い
ふ
結
論
に
到
達 

\

す
る
。
斯
の
如
き
代
用
尺
度
に
は
勞
慟
を
以
て
之
に
允 

\

て
る
こ
^
が
出
來
る
け
れ
ど
も
？
仑
れ
は
斯
賞
上
既
に 

行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
も
ょ
し
、
之
を
保
障
す
る
や
ぅ
な

仕
組
を
設
け
る
の
で
も
ょ
し
、
兎
に
^

同
®
勞
働
者
の 

生
產
物
ミ
相
交
換
せ
ら
れ
る
場
合
に
限
る
の
で
あ
る) 

さ
れ
ば
第
一
章
は
擧
げ
て
商
品
に
は
勞
働
の
費
^
れ
ゐ

=
:ォ
ド
べ
»|
/
ト
ス
批
評
 

镇
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第
十
六
#

2
四
■四
5

雜

錄

H

ン
ゲ
シ
ス
の 

る> J
ご
ヽ
努
働
の
'外
何
物
も
衆
さ
れ
あ
ら
ざ
る
こ
^
、

又
.そ

：©
何

故

に

然

る

か

を

說

明

す

る

爲

め

に

充

て

ら

れ 

そ

^
る
に
も
拘
ら
ず
、
：
俏
«1
ど
勞
働
ど
の
間
に
は
何
等 

的
細
保
は
な
.い
の
で
あ
る
。：

:

■.
勞
働
も
亦
；彼
れ
は
經
濟
學
渚
の
場
合
に
於
け
る
ご
同 

七
.

レ̂
&
,ソ|

を
承
窜
し
‘て
居
る
。
不M
な
.そ
れ
す
ら
も
しj 

て
馬
ち
ぬ
ご
い
ふ
の
は(

勞
働
の
强
度
の
遊
が
兩
.一一，

【

語

{ 

を
以
て
.指
示
せ
ら
れ
で
ゐ
る
外
k
.は
ヽ
勞
働
は
極
く |

 

| 

般

的

に

!'
敷
用
を
な
す
^
の
，
：價
値
を
测
定
す
る
も
の 

在
し
て
も
用
せ
れ
て
、
¥

れ
が
標
準
的
な
る
社
會
的
：
| 

平
斿
條
件
の
卞
に
於
て
投
卞
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
否
か
は
：

| 

顧

み

も

れ

で

思

ら

ぬ

か

ら

：で

あ

る

？

生

齑

者

が

.

j
:

日

に\ 

し

て

造
.ら

れ
#
る

生

產

解$

©
作

に
+

E
を

费

レ

て

ゐ

ノ 

る

か
.杏

か

、M
M
の

遒

具

を

用$

、
Mr
る

か

、

最

惡

：の 

道
上
\を

用

ゐ
\し

が

る

か;>
そ

の
^ *
働

時

間

を1!
:
會

的

に 

必

要

な

貨#
に

凿

し

て

，
刷#:
的

に

必

要

な

數

最

に

於

.て 

K
じ
て
ゐ
る
が
、
或
は
全
く
不
要
の
：貨
物
を
作
る
か
、
そ

ロ
オ
ド
べ
か
ト
ス
批
評

 

箔
十
^

七
二

れ
ど
も
雷
要
あ
る
貨
物
を
；窗
'W
以
上
又
は
.雷
耍
.以
下
に 

作
る
か
。
凡
て
楚
等
の
點
に
干
し
て
は
全
く
論
せ
ら
る 

、
ビ
こ
ろ
が
な
い
。
勞
働
は
勞
働
で
あ
る
。
同
じ
勞
働 

の
生
產
物
は
同
じ
勞
働
の
生
產
物W

交
換
さ
れ
な
び
れ 

-

は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
¥

注
は
、
そ
の
時
宜
に
適
す
る 

^

否
ど
を
開
は
ず
、
直
ぐ
に
國
民
的
見
地
に
立
つ

r

、

J

般
的
社

#

的
紫
槌
の
高

み

か
ら
個
々
生
糜
者
の
狀 

態
を
撒

| &
し
ょ
ぅ
ど
す
る
口
才
ド
ベ
ル
ト
ス
が
、

t

^
 

合
に
は
特
に
努
め
て
之
を
避
け
て
ゐ
る
。
而
し
て
其
翠 

け
は
„彼

が
- »
# -
の

第」

行

か

ら

直

ち

に

勞

働

貨

?{
?

の

ユ 

:

.ゥ
ト
ビ
ャ
に
直
進
す
る
か
ら
で
、
而
し
て
苟
も
勞
働
の 

:
價
値
形
成
力
の
吟
味
は
、
如
何
な
る
も
の
も
皆
此
航
路 

の

な

る

か

ら

で

あ

る

。
此
處
で
は
彼
れ
の
本
能 

は
^

の
抽
象
的
思
考
力
ょ
り
も
カ
强
い
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
商
品
を
し
て
例
外
な
く

、
其
勞
働
價
値
.に
寧 

じ
て
相
交
換
せ
ら
れ
し
め
る
方
法
は
.ど
云
へ
ば
、

口
ォ 

K.
ベ
ル
ト
ス
の
場
合
に
は
-そ
れ
は
1
だ
®
取
で
あ
る，

同
じ
派
に
興
す
る
自
餘
の
ユ
ク
ト
ビ
ス
ト
は
グ
レ
エ
か 

&
ブ
ル
ド
ン
に

M

る
迄
、
皆
な
少
く
も
經
濟
的
問
题
は 

經
濟
的
方
法
で
、
fi
i

l-
l
II
n

交
§

»

者
其
人
の
行
爲
に_

依 

て
、解
決
じ
よ
ぅ 
<
し
て
*

心
し
て
ゐ
る
が
、
ロ
ォ
ド
.ベ
 

ル
}

ス
は
#

&

な
る
普

#

西

人

ビ

し

て

©

^

に

之

を
B
 

家
に
：訴
へ
る
。
■

の
命
令
が
改
革
を
命
ず
る
の
で
ぁ

.

.斯
や
ぅ
に
し
て
價
値
.
_

(

少

-く

も

一

部

分

生

產

物

の

惯 

値)

を
制
定
し
た
上
で
、1

國
家
は
典
勞
働
貨
幣
を
敬
行 

し
、
-1
:
業
資
本
家
に
を
れ
で
贷
附
を
す
る
ど
、
資
本
家 

は
を
^
で
勞
働
激
に
«
銀
を
支
«
ひ
、
.勞
#
者
は
收
沿 

し
た
勞
働
紙
幣
で
生
産
物
を
質
ひ
、
斯
く
し
で
紙
幣
は 

其
の
最
初
の
出
琰
點
に
還
流
す
る
皮
い
ふ
の
で
.あ
るC 

此
事
が
如
何
に
美
康
に
行
：は
れ
る
か
は
ロ
ォ
ド
ベ
ル
ト 

ス
申
^
の
言
粱
に
®
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。(

未
完)

ゥ

神

リ

ア

'
ム

0‘
モ

リ

ス

の

:

:
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| 6
主

義

(

三
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一
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.
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.■ 

:
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; 

‘

き
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'
 

*

\

.

八

.

:

一：

次
に
共
產
主
義

jl
i
h會
じ
お
け
る
勞
働
の
狀
態
を
見 

\

力
。
資
本
主
.義
の
賃
銀
勞
働
は
す
べ
て
嫌
遮
す
ベ
き
も 

j
:

の
で
、
を
の
勞
働
の
主
'要
動
機
は
經
濟
的
强
制
で
あ 

る
。
勞
働
に
對
す
る
本
來
の
刺
激
は
確
か
に
必
耍
そ
の 

も
の
で
あ
る
。乍
然
、勞
働
に
伴
ふ
感
情
の
方
面
を
見
る 

一
ビ
ヽ
精
カ
行
使
の
快
感
が
あ
る
。
勞
働
敬
達
の
經
過
を 

::
;
見

て

も
-

も
し
人
爲
的
並
に
特
權
的
强
制
が
存
在
し
な 

い
も
の
^
假
定
す
れ
ば
、
勞
働
の
快
樂
は
、
そ
の
茜
痛 

.

に
比
し
て
增
加
し
て
來
る
。
例
へ
ば
m
然
の
狀
態
にA

 

け
る
馬
は
驅
馳
す
る
を
喜
び
、
犬
は
狩
獵
を
，好
む
。
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